






















された結果の推奨度について，Grading of Recommendations, Assessment, Development 
and Evaluations（GRADE）の考えを紹介した。GRADEでは，エビデンスの推奨度について，
①アウトカムに関するエビデンスの質，②患者の価値観と好み，③望ましい効果と望ましくない
効果のバランス，④コストや資源の利用の観点から，実施 or 非実施を，強く or 弱く推奨するか
を決める。なお，個々の研究のバイアス評価とGRADEの詳細については，2014年に日本認知・
行動療法学会第40回大会にて発表した資料をSlideShareにて公開しているので，詳細はそちら
学会発表
〈142〉研究プロジェクト成果紹介
を参照いただきたい。
【参考URL】
http://www.slideshare.net/YoshihikoKunisato/ss-40896238
